
令
和

８
年

度
　

市
民

が
作

る
自

主
講

座
　

申
請

一
覧

№
収

受
日

団
体

名
代

表
者

講
座

名
期

間
時

間
回

数
希

望
場

所
募

集
人

数
講

座
の

狙
い

学
習

内
容

実
費

負
担

金
額

講
師

保
育

可
否

1
3/

3
0

小
金

井
音

楽
療

法
の

会
津

崎
知

栄
イ

キ
イ

キ
若

返
り

！
音

楽
脳

ト
レ

講
座

9
/
29

(火
)

1
0時

～
正

午
1

貫
井

北
分

館

2
5

(概
ね

65
歳

以
上

対
象

)

家
に

い
る

高
齢

者
の

方
に

公
民

館
に

来
て

、
頂

い
て

音
楽

を
使

っ
て

体
を

動
か

し
た

り
、

歌
を

歌
っ

た
り

、
楽

器
の

演
奏

を
し

た
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

楽
し

く
心

身
の

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

を
し

て
も

ら
う
。

腹
式

呼
吸

、
簡

単
な

手
足

の
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

、
季

節
の

歌
を

歌
っ

た
り

、
交

互
唱

や
手

話
、

歌
唱

を
す

る
、

ク
ー

ル
ダ

ウ
ン

に
何

か
楽

器
を

使
っ

て
鑑

賞
も

す
る

。

無
川

合
直

美
(音

楽
療

法
士

)、
林

崎
喜

代
子

(音
楽

健
康

指
導

員
)

無

2
3/

3
1

石
川

政
明

声
を

き
た

え
て

、
詩

を
朗

読
し

て
み

ま
し

ょ
う
。

9
/
5(

土
)

9
/
12

(土
)

9
/
19

(土
)

1
0時

～
正

午
3

東
分

館
集

会
室

3
0

近
年

、
人

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
減

り
、

お
し

ゃ
べ

り
の

機
会

が
少

な
く

な
り

ま
し

た
。

又
、

一
人

暮
ら

し
の

人
口

も
増

え
、

1日
の

会
話

量
が

足
り

て
い

ま
せ

ん
。

声
帯

が
弱

り
、

誤
嚥

が
起

き
た

り
、

食
事

中
に

む
せ

る
、

話
の

最
中

に
せ

き
込

む
な

ど
の

が
起

き
る

方
が

増
え

て
い

ま
す

。
健

や
か

な
日

々
の

た
め

に
楽

し
く

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
し

ま
す

。

1
日

目
：
声

を
き

た
え

る
。

(正
し

い
発

声
を

身
に

つ
け

る
。

声
筋

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
覚

え
る

、
呼

吸
法

、
活

舌
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

）
2
日

目
：
楽

し
い

ゲ
ー

ム
で

声
＋

脳
を

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

3
日

目
：
素

晴
ら

し
い

声
で

詩
を

朗
読

し
て

み
る

無
針

谷
理

繪
子

（む
さ

し
の

芝
居

塾
塾

長
)

無

3
3/

3
1

小
金

井
ラ

ミ
ィ

キ
ュ

ー
ブ

の
会

井
口

由
美

子

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

・
ラ

ミ
ィ

キ
ュ

ー
ブ

で
遊

ぶ
会

第
3土

曜
日

1
0時

～
正

午
1

貫
井

北
分

館
1
2

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

は
年

齢
・
性

別
・
立

場
を

超
え

て
人

が
交

流
す

る
た

め
に

と
て

も
有

効
な

ツ
ー

ル
で

す
。

特
に

ラ
ミ

ィ
キ

ュ
ー

ブ
は

、
ル

ー
ル

が
や

さ
し

く
、

1ゲ
ー

ム
が

短
く

(2
0
分

程
度

)、
子

ど
も

や
高

齢
者

に
も

遊
び

や
す

い
で

す
。

脳
ト
レ

に
な

り
、

多
世

代
で

楽
し

め
る

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

・
ラ

ミ
ィ

キ
ュ

ー
ブ

を
体

験
し

て
も

ら
い

、
ゲ

ー
ム

を
通

じ
て

多
世

代
交

流
を

図
る

一
助

と
す

る
こ

と
が

目
的

で
す

。

ラ
ミ
ィ

キ
ュ

ー
ブ

の
遊

び
方

の
講

習
、

上
達

の
コ

ツ
の

講
習

無
内

藤
　

美
樹

（
ラ

ミ
ィ

キ
ュ

ー
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
副

会
長

）
無

4
4
/
2

co
co

n
e(

小
金

井
ひ

き
こ

も
り

家
族

会
)

伊
東

道
子

ひ
き

こ
も

り
に

つ
い

て
の

学
習

8
/
15

(土
)

1
0
/1

7
(土

)
1
2
/1

9
(土

)

1
4時

～
1
6

時
2

貫
井

北
分

館
学

習
室

C
・
D

2
0

当
事

者
ま

た
は

当
事

者
と

家
族

当
事

者
や

生
き

辛
さ

を
抱

え
る

も
の

と
、

そ
の

家
族

の
ピ

ア
サ

ポ
ー

ト
と

情
報

交
換

を
目

的
と

し
た

学
習

会
。

誰
も

が
孤

立
す

る
こ

と
な

く
、

一
人

で
悩

ま
ず

、
つ

な
が

り
学

び
あ

い
な

が
ら

、
一

緒
に

考
え

る
。

第
1
回

　
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

第
2
回

　
当

事
者

の
話

を
聞

く
第

3
回

　
当

事
者

の
働

き
方

(多
様

な
働

き
方

)

無
第

1
回

　
相

川
章

子
(埼

玉
大

教
授

)、
第

2
回

　
小

林
一

三
(ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

)、
岡

田
秀

一
(援

護
団

体
講

師
)

無

講
座

申
請

者

資
料

3
-2

講
座
Ｎ

ｏ
は
企

画
説

明
資
料

ペ
ー

ジ
番
号

と
同

期
し
て

い
ま

す
。



5
4/

1
5

公
民

館
の

明
日

を
考

え
る

会
倉

橋
良

子

子
ど

も
と

大
人

を
つ

な
ぐ

地
域

づ
く

り
パ

ー
ト
3

～
ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

で
走

る
車

を
つ

く
ろ

う
～

8
/
22

（
日

）
1
0時

～
1
2

時
1

貫
井

北
分

館
学

習
室

A
・
B

親
子

1
0、

高
齢

者
5

地
域

の
子

ど
も

の
健

や
か

な
成

長
の

た
め

に
、

人
口

構
成

が
将

来
30

％
を

超
え

る
と

予
想

さ
れ

る
高

齢
者

が
、

長
年

培
っ

て
き

た
知

識
を

も
と

に
、

子
ど

も
と

一
緒

に
、

工
作

を
通

じ
て

、
楽

し
い

ひ
と

時
を

過
ご

し
、

地
域

の
輪

を
広

げ
た

い
。

子
ど

も
と

高
齢

者
を

対
象

と
し

た
工

作
教

室
を

開
催

す
る

。
輪

ゴ
ム

の
力

で
走

る
ペ

ッ
ト

ボ
ト
ル

の
車

を
作

り
、

自
分

の
好

き
な

絵
を

描
き

、
参

加
の

皆
様

で
、

走
ら

せ
て

楽
し

む
。

無
齋

藤
純

(シ
ニ

ア
情

報
生

活
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
)

無

6
4/

1
5

ク
リ

ス
タ

ル
菅

沼
七

三
雄

無
形

文
化

遺
産

を
通

し
て

み
る

日
本

文
化

～
伝

統
的

な
モ

ノ
づ

く
り

の
技

を
中

心
に

～

9
/
25

(金
)

1
4時

～
1
6

時
1

貫
井

北
分

館
学

習
室

A
・
B

4
0

無
形

文
化

財
の

う
ち

、
一

般
庶

民
の

生
活

・
慣

習
・
行

事
そ

の
も

の
に

近
い

民
俗

文
化

財
は

、
そ

の
保

持
・継

承
が

難
し

い
。

今
回

、
伝

統
的

な
モ

ノ
づ

く
り

の
活

動
の

紹
介

と
民

俗
文

化
財

を
い

か
に

守
り

、
残

す
か

そ
の

意
義

に
つ

い
て

学
ぶ

。

民
俗

文
化

財
の

一
つ

で
あ

る
伝

統
的

な
モ

ノ
づ

く
り

の
技

(箕
づ

く
り

)、
そ

の
利

用
等

の
紹

介
、

及
び

そ
れ

を
通

し
て

見
え

る
、

日
本

文
化

の
特

徴
(人

と
自

然
の

関
わ

り
)を

学
び

、
民

族
文

化
を

守
り

、
残

す
意

義
に

つ
い

て
、

皆
で

考
え

て
み

よ
う
。

無
今

石
み

ぎ
わ

(国
立

文
化

財
機

構
東

京
文

化
研

究
所

主
任

研
究

員
)

無

講
座
Ｎ

ｏ
は
企

画
説

明
資
料

ペ
ー

ジ
番
号

と
同

期
し
て

い
ま

す
。
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令和８年度市民がつくる自主講座募集要項 

 

令和８年３月 

小金井市公民館 

 

小金井市公民館市民がつくる自主講座取扱要領第１０条の規定に基づき、本事

業の施行について必要な事項を以下のとおり定める。 

 

１ 募集要件 

 企画申請は、１団体または個人で 1 件とします。 

⑴ 申請に際しては、以下の条件を全て満たしていることが必要です。 

ア 申請者は、主に市内で活動している団体（営利を目的とした団体を除

く）又は市内在住・在勤・在学の個人であり、企画、運営、広報等を自主

運営で行えること。 

イ 市報等で広く受講者を公募すること。 

ウ 材料費等の実費負担を除いて、参加費は無料とすること。 

エ 企画の問合せ、受講申込（保育申込を含む。）の受付を、申請者が行うこ

と。 

オ 市の個人情報保護ルールを順守すること。(８．個人情報保護を参照) 

カ 講座は１回につき２時間とすること。連続講座を企画する場合は、３回

を限度とする。ただし、同一内容の講座を繰り返すことは出来ない。 

キ 公民館の利用方法を遵守すること。 

ク 過去に５回以上、当講座を利用していないこと。 

ケ 公民館から変更協力があった場合、相談に応じること。 

 ⑵ 市民がつくる自主講座は、市の主催事業に準じた取り扱いとなります。特

定の思想、偏った内容とならないよう、中立公正な内容、説明になるようご

留意ください。以下に該当する場合は、本事業の対象となりません。 

ア 営利を目的とするもの 

イ 特定の政党・政治団体の利害に関する活動及び宗教活動 

ウ 法令又は公序良俗に反するもの 

エ 偏った思想や内容を紹介または体験するもの 

オ 明確な根拠、立証等が得られない内容を紹介または体験するもの 

カ 会員・関係者のみを対象としたもの 



キ 営利事業、営利活動への勧誘につながるおそれのあるもの 

 

２ 申請受付 

申請は、令和８年３月２日(月)から令和８年４月３日(金)までの期間（土・

日・祝・休館日を除く。）午前９時から午後５時まで公民館本館窓口で受け付け

ます（インターネットによる受付は出来ません）。令和８年４月３日までに提出

された申請書は、令和８年４月下旬開催の公民館運営審議会において審査を経

て決定されます。 

令和８年４月６日(月)以降、回数に余裕がある場合は令和８年４月３０日

(木)まで公民館本館窓口で受け付けます（インターネットによる受付は出来ま

せん）。この期間に申請された場合は、令和８年６月中旬開催の公民館運営審議

会において審査を経て決定されます。この際、上記１⑴クは適用されません。

但し、講座は１回２時間とし、連続講座は実施できません。 

「市民がつくる自主講座申請書（以下「申請書」という。）」及び「企画説明

シート」に必要事項を記入して提出してください。提出時、または後日提出内

容を調整させていただく場合がありますのでご協力を願います。 

申請書を提出する場合は、令和８年度市民がつくる自主講座募集要項（本

紙）の内容を必ず確認してください。 

 

３ 申請書類の配布 

申請書類は、申請受付期間中、公民館窓口での配布及び公民館ホームページ

からダウンロードが可能です。 

 

４ 説明会 

以下の日程で、説明会を「公民館本館」にて同一内容で実施しますので、可

能な限り参加してください。説明会の参加は事前予約制とします。予約の連絡

は、「公民館本館」で電話、Ｅメール（タイトルを「自主講座説明会参加希望」

としてください）または直接窓口にて受け付けます。説明会事前予約の申込期

間は、各回開催の２日前（該当日が土・日・祝日の場合よく平日）午後５時ま

でとします。締切日までに予約が無かった回は、説明会を開催しません。 

  



 

日にち ２月２２日（日） ２月２５日（水） ３月３日（火） 

時 間 午前１０時～１１時 午後６時～７時 午後２時～４時 

受付締切 ２月２０日（金） ２月２７日（金） 

 

５ 結果通知 

応募に対する審査結果は、令和８年４月３日までに提出された申請は令和８年

５月中旬を目途に、令和８年４月４日以降令和８年４月３０日までに提出された

申請は令和８年７月中旬を目途に文書により通知します。 

 

６ 公民館の協力 

  企画の承認通知後、公民館は以下の内容について協力します。 

⑴ 公民館施設を優先で予約します。開催月の３ヶ月までは公民館の部屋を優先

して予約します。それ以降は、空いている時間帯での予約となります。 

⑵ 公民館事業の支払い基準に準じて、講師・保育士の謝礼を負担します。講師

謝礼は１講座につき講師１名までを上限とします。保育士謝礼は期限までに保

育の申込があった場合に負担します。 

⑶ 講座開催の記事を市報及び公民館ホームページに掲載します。掲載は 1 企画

1 回とします。 

⑷ 公民館の講座紹介コーナーにチラシを設置（掲出を含む。）します。 

チラシ内容について公民館から修正依頼があった場合にはご協力をお願い

します。 

 ⑸ 必要に応じ、学校・保育園・発達支援センター・児童館・保健センターへの

チラシ配布に協力します（学童保育所、私立・都立・国立施設には配布できま

せん。配布方法等詳細は、別途公民館本館にご相談ください）。 

⑹ 公民館の印刷機器の使用料を免除し、使用する紙（Ａ４再生紙。以下「用紙」

という。）を提供します。ただし、印刷、製本等は申請者が行ってください。

印刷機は、白黒印刷のみとなります。なお、印刷については、事前に十分余裕

をもって行ってください。 

ア チラシ（印刷機を使用。１企画につき原稿１枚、用紙１００枚まで） 

イ 講座資料（１講座につき、受講者１人用紙５枚まで） 

⑺ 視聴覚機材 (マイク、アンプ、プロジェクター等)を優先で予約します。使用



を希望する際は、実施決定後速やかに公民館へご相談ください。ただし、講座

当日まで１か月を切ると一般予約扱いとなります。 

事前の動作確認、運搬、設置等は申請者が行ってください。 

⑻ 公民館の保育用の玩具を貸し出します。運搬及び玩具を使用する前後の消毒

は申請者が行ってください。 

 

７ 申請事業の変更 

申請事業の承認後に、事業実施を中止又は内容を変更しようとするときは、必

ず計画変更申請書を公民館長へ提出してください。原則として、承認通知に記載

された企画内容の大幅な変更は認められません。 

計画変更申請書の提出があった場合、その内容を改めて審査し、その結果を申

請者に通知します。 

 

８ 個人情報の保護 

個人情報保護法及び小金井市電子情報資産の安全管理対策に関する規程に基

づき収集する個人情報の保護に関し以下を順守すること。 

なお、承認決定後に公民館本館に「個人情報保護に関する誓約書」を提出して

ください。 

⑴ 個人情報の収集は、講座実施に必要なもののみとすること 

⑵ チラシ、ポスター作成時、必ず「収集した個人情報は、本講座実施以外の目

的には使用しません。」の文言を記載すること。 

⑶ 実務上知り得た情報等について、講座実施期間中及び講座終了後も一切他に

漏らしたり提供しないこと。 

⑷ 収集した個人情報について、講座が終了次第、迅速かつ確実に公民館に提出

又は廃棄・消去すること。 

⑸ 収集した個人情報について、講座実施の用途以外には使用しないこと。 

⑹ その他、企画実施に当たっては、個人情報の保護に関する法律及びその他諸

法令等を遵守すること。 

 

９ 注意事項 

⑴ 「市民がつくる自主講座」事業について、申請から承認までは公民館本館が

行い、事業実施や協力については公民館緑分館が行います。 

⑵ 応募者多数の際は、内容を精査の上、過去に本講座を実施していない申請者



を優先します。 

⑶ 企画実施にあたり指定された締切を厳守してください。 

⑷ チラシ、ポスター作成時は公民館が指定する「個人情報の取り扱い」文言を

記載するとともに、タグのプロパティを削除してください。 

⑸ 公民館以外の市施設へ掲示物を掲示したい場合は、必ず公民館本館へ相談し

てください。 

⑹ 市民掲示板の使用はできません。 

⑺ 保育付き講座の保育士手配は、原則申請者が行ってください。 

⑻ 手配する保育者は、保育有資格者もしくは資格取得中である者、子育て経験

のある成人（１８歳以上）としてください。 

⑼ 申込は原則「多数抽選」としてください。 

⑽ 講座当日の準備・撤収は、講座のために確保された時間を厳守してください。 

⑾ 公民館主催講座に準ずる講座として実施するため、公民館職員が必ず立ち会

います。 

⑿ 企画者による講座アンケートをおこなう場合は、事前に公民館に相談いただ

くとともに、個人情報の取得は行わないでください。 

⒀ 講座終了後、概ね 1 週間程度で「市民がつくる自主講座実施報告書」並びに

「保育報告書」（実施した場合）を公民館緑分館に提出してください。 

⒁ その他、公民館からの確認事項等が発生した場合は、速やかにご協力をお願

いします。 

⒂ 本事業実施に関し疑義が生じた場合は、申請者と公民館で真摯に話合い、解

決するものとします。 

⒃ この要項に定めるもののほか、本事業実施に関し疑義が生じた場合、必要に

応じ要件等を追加する場合があります。 

 

10 この要項は、令和８年度に実施する本事業に関する事項に適用し、令和９年３

月３１日にその効力を失うものとします。 


